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要   旨 

 保育の最低基準は、70 年来ほとんど改善されることなく、慢性的な人員不足の解決が

ないまま今日に至っています。加えて昨今のコロナ禍対応では、自らは予防できない子ど

もの消毒衛生指導、友達との接触に気をつけ、密を避けることが困難な子どもの命と健康

を守ることで職員の精神的、肉体的な負担は大変なものです。特に子どもたちに感染を広

げた第６波オミクロン株の急増は、子ども、保護者、保育者にも罹患者が増え、保健所の

指導も届かず、濃厚接触者を特定し不安を抱えながら懸命に対応してきました。しかし、そ

のような中、仕事を辞めたいと口にする職員がさらに増えている現状があります。 

 そもそも、保育利用が 10時間を超える子どもたちがほとんどであるのに対し、配置基

準の職員はおおむね８時間勤務です。また、この勤務時間は全て子どもに向き合うことを

仕事とされており、記録、保育準備、保護者対応、会議等は別途工夫が必要です。 

 給食職員については、昨今アレルギーや文化の異なる外国人への配慮等が求められてい

ることが全く考慮されていません。子どもや保護者への栄養指導、また栄養価計算、食材

購入の手配手続、喫食状況把握も重要な仕事です。施設全体の衛生管理も担っており、給

食室もコロナ禍では特に人員不足が問題です。 

 こうした中での職員の賃金は、他職と比べ水準が低過ぎます。 

 さらに、面積基準では、保育所等の各部屋は、大人を含めた子ども集団が一日過ごす生

活（遊び、食事、午睡）空間としては狭過ぎます。この密な環境を是正し、感染対策を徹

底し、手厚い保育を行うためにも、保育所の施設、職員配置基準の改善が急務です。 

 よって、以下の事項について、福岡市議会が国に対し意見書を提出するよう陳情します。 

 

１．保育所等の最低基準（職員配置、面積基準）と職員処遇の抜本的な改善を行うこと。 

 

 








